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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを格納する格納手段を備え、該格納手段に格納されたコンテンツを、他装置
が有するコンテンツと同期させる情報処理装置であって、
　前記他装置との通信に用いる通信パラメタを管理するパラメタ管理手段と、前記格納手
段内のコンテンツの更新履歴を示す変更ログを管理するログ管理手段と、前記通信パラメ
タを削除する指示に応じて、前記通信パラメタを削除し、かつ前記変更ログを削除する削
除手段と、
　を備えることを特徴とする、情報処理装置。
【請求項２】
　前記削除手段は、第１の他装置についての前記通信パラメタを削除する指示を受け付け
た際に、前記情報処理装置が前記第１の他装置を介して通信を行う第２の他装置について
の変更ログをさらに削除することを特徴とする、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記削除手段は、前記他装置との接続が一時的な接続である場合に、前記他装置とのコ
ンテンツ同期の終了後に、前記通信パラメタを削除し、かつ前記変更ログを削除すること
を特徴とする、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記通信パラメタを削除する指示を検出する検出手段を更に備え、
　前記削除手段は、前記通信パラメタを削除する指示の前記検出手段による検出に応じて
、前記通信パラメタを削除し、かつ前記変更ログを削除することを特徴とする、請求項１
に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記パラメタ管理手段は、前記他装置との通信に用いる通信パラメタを他装置ごとに管
理し、
　前記削除手段は、第１の他装置についての通信パラメタを削除する指示に応じて、該第
１の他装置についての前記通信パラメタを削除し、かつ該第１の他装置についての前記変
更ログを削除することを特徴とする、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
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　コンテンツを格納する格納手段を備え、該格納手段に格納されたコンテンツを、他装置
が有するコンテンツと同期させる情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　パラメタ管理手段が、前記他装置との通信に用いる通信パラメタを管理するパラメタ管
理工程と、
　ログ管理手段が、前記格納手段内のコンテンツの更新履歴を示す変更ログを管理するロ
グ管理工程と、
　削除手段が、前記通信パラメタを削除する指示に応じて、前記通信パラメタを削除し、
かつ前記変更ログを削除する削除工程と、
　を備えることを特徴とする、情報処理方法。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１乃至５の何れか１項に記載の情報処理装置の各手段として機
能させるための、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の情報処理装置は以下の構成を備える
。すなわち、
　コンテンツを格納する格納手段を備え、該格納手段に格納されたコンテンツを、他装置
が有するコンテンツと同期させる情報処理装置であって、
　前記他装置との通信に用いる通信パラメタを管理するパラメタ管理手段と、前記格納手
段内のコンテンツの更新履歴を示す変更ログを管理するログ管理手段と、前記通信パラメ
タを削除する指示に応じて、前記通信パラメタを削除し、かつ前記変更ログを削除する削
除手段と、
　を備えることを特徴とする。
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